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部門 新築・マネジメント・技術の検証 建物種別 建築物（非住宅）

建物名称 所在地 東京都墨田区

用途 延床面積 177,068 ㎡

設計者 日建設計 施工者 （未定）

事業期間 平成20年度～平成 26年度

概評

参考図

【プロジェクト全景】 【配置図】

　複数プラントの連携、地中熱利用、高効率機器使用等による地域冷暖房システムや自然エネルギーの
活用によって、ライフサイクルCO2の大幅な削減を実現しようとしている点が評価される。
　提案案件はシンボル性が高く、さらに墨田区との連携（仮称：環境ふれあい館）とも相まって、来訪者に
省CO2技術とその効果をアピールでき、大きな普及啓発効果が期待できる。
　地下鉄という既存インフラ空間の有効利用、街区需要家と地域冷暖房とが連携したマネジメントシステム
等の試みを展開している点も評価できる。

東京スカイツリー周辺（業平橋押上地区）開発
省CO2推進事業

東武鉄道株式会社
株式会社東武エネルギーマネジメント

事業
概要

提案
概要

2011年に竣工する高さ610ｍの東京スカイツリーを中心とした大規模複合施設と、街区及び周辺地域
に熱供給を行う地域冷暖房施設が連携して実施するプロジェクト。地域冷暖房システムを導入しエネ
ルギーマネジメントを行うとともに、雨水の利用やシャフトを活用した自然換気などに取り組む。また省
CO2の取り組みを、来訪者や社会に向けて情報発信する。
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補助対象範囲

DHCメインプラント 東京スカイツリー

京成・都営地下鉄

押上駅

東武・東京メトロ
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業平橋駅
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